
議事録 

件名 第２５回久留米市セーフコミュニティ交通安全対策委員会 

日程 令和３年３月１７日（水）～令和３年３月３１日（水）【書面決議】 

参加委員 

 

出田委員長・村上委員・赤松委員・小西委員・横山委員・深川委員 

野口委員・山品委員・田中委員・前田委員・古川委員 

村田委員・野口委員・森委員・青井委員・榊委員・今村委員 

欠席委員 なし 

次第 １．報告事項 

（１）今後の主なスケジュールについて 

（２）セーフコミュニティ活動推進事業所登録制度について 

（３）久留米市における交通事故の現状について 

２．協議事項  

  （１）令和２年度実績及び令和３年度方針（案）について 

  （２）セーフコミュニティ実態調査及び市民意識調査について 

質疑･意見 
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《協議事項（１）》 

 

・個票『高齢者事故防止１－①』（7頁）の客観的課題として「高齢者が加害者

となる事故が増加している」とあるが、「～事故の割合が増加している」の

誤りではないか。 

・ご指摘ありがとうございます。「高齢者関連事故において高齢者が加害者と

なる事故の割合が増加している」に訂正いたします。 

 

・各個票に掲げる目標は、「割合の減少」ではなく「件数の減少」がいいのでは

ないか。 

・ご意見ありがとうございます。交通事故全体の件数が減少傾向にある現状を

踏まえ、各種事故の件数と併せて全体に占める割合も評価することで、取り

組みの効果を判断する指標の一つにしたいと考えております。 

 

・2020年度実績のウ『取り組みで最も成功した事例』（13頁）に掲載してい

る「JR善導寺駅前花壇での啓発」は、次のようなメリットがあった。 

⑴継続的にメッセージを発信できる。 

⑵参加者自身に意識の醸成が図られ、高齢者が参加することで、高齢者が加

害者及び被害者となる事故の両面への取り組みとして有効である。 

⑶地域や駅利用者の反応が良く、SNS上での情報発信も多数見受けられ、啓

発活動として費用対効果に優れている。 

今後、市内の各地に広げ、更なる広報啓発を推進していただきたい。 
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委員長 

 

・ご意見ありがとうございます。この啓発活動は、従来とは異なる新たな取り

組みの一つとして、久留米筑水高等学校や地域の老人会をはじめ様々な関係

団体の皆様にご協力いただき実施できたものです。 

今年度も市関連部局で連携し各種団体にご協力をお願いするなどして、この

ような活動の実施を検討したいと考えております。 

 

 

《協議事項（２）》 

 

・具体的施策の目標には、これまで自転車の交通事故発生件数の減少を掲げて

きた。セーフコミュニティ実態調査の『３交通安全』に、自転車運転に係る

ルールの認知度等を調査する項目があってもいいのではないか。 

・ご意見ありがとうございます。セーフコミュニティ実態調査は調査分野が多

岐にわたり、一分野当たりの項目数が制限されるため、自転車運転に係るル

ールについては、市営駐輪場利用者アンケートにて調査しております。 

 

・セーフコミュニティ実態調査の『10その他』の問38は回答選択肢が少ない

のではないか。コロナの影響で良くなったことも選択肢に入れてはどうか。 

・ご意見ありがとうございます。新型コロナウイルス感染症に関する影響とし

て考えられるものを、再度検討いたします。 

 

 

《その他》 

 

・くるめ見守りネットワークは、まだ知らない人が多いのではないでしょう

か。PRの方法を検討すべきと思います。 

・交通事故が多い場所は、PTA地域委員が点検してマップを作成しています。 

・警察署では、皆さん方と一緒に、高齢者などの交通事故の抑止、飲酒運転の

撲滅に取り組んでいきたいと考えています。よろしくお願いいたします。 

 

・セーフコミュニティ実態調査等の内容は全て必要な項目です。大変かとは思

いますが、回収率のアップに努めてください。 

 

 

 

 

 


